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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

（注１）予想値は、２０１２年４月２７日に公表した２０１３年３月期業績予想数値である。 

（注２）売上に計上していない公募採択の収入が15百万円あり、これを含めると386.9百万円と予想値比94%となる。 
（注３）特別利益の内訳は、投資有価証券売却益である。 

（注４）特別損失の内訳は、事務所移転費用13,278千円、その他1,176千円である。 

 

項   目 
 

 

2012年3月期 
 

2013年3月期 

売上高（千円）（注２） 

営業利益（千円） 

経常利益（千円） 

特別利益（千円） （注３） 

 特別損失（△千円）（注４） 

当期純利益（千円） 

研究開発投資（千円） 

総資産（千円） 

純資産（千円） 

一株あたり純資産額（円） 

一株あたり当期純利益（円） 

営業利益率（％） 

自己資本比率（％） 

（予想値）（注１） （実推） 
対前年度比 

比 

 ９１％ 

３６０％ 

３６０％ 

－ 

－ 

３２３％ 

７１％ 

 

３７１，８６６ 

△８９，９１３ 

△８９，８９０ 

２４、４８４ 

１４，４５５ 

△８０，８１０ 

７４，５２１ 

４５０，０２１ 

３８４，５１３ 

１１、３４３．５９ 

△２，３８４．０１ 

△２４．２ 

８５．４ 

 ４１０，０００ 

 △２５，０００ 

△２５，０００ 

０ 

       ０ 

 △２５，０００ 

１０５，０００ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

 

９３％ 

５４％ 

５５％ 

９３０％ 

４４９％ 

４９％ 

７５％ 

７５％ 

８４％ 

８４％ 

４９％ 

－ 

４０１，０９６ 

   △１６５，２７８ 

△１６４，０４２ 

２，６３４ 

３，２２０ 

 △１６５，５７９ 

１８７，６６１ 

５９８，２１４ 

４５７，２４４ 

１３，４８９．２４ 

△４，８８４．７８ 

    △４１．２ 

      ７６．４ 
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Ⅰ-２．業績推移（３年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

【経営方針】   

研究受託事業の比率アップ  結果：他社製品から自社製品販売へ切り替えに伴う商品販売事業売上高 
                 の減少。これにより粗利率は年々向上 

593.6 

      0 

     100 

      200 

     300 

     400 

   -100 

    -200 
2011年3月期 

実績 
2012年3月期 

実績 
2013年3月期 

実推 

経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 

42% 

58% 

21% 

79% 

8% 

92% 

▲153.8 ▲165.3 

売上高 

営業利益 

401.1 
371.9 

百万円 

     500 

     600 

▲89.9 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ-３．事業区分別売上高実推 

 
【研究受託事業】 

  研究受託事業の売上高は対予算比87%の342百万円であった。受託解析のうちマイクロアレイを使用した受託解析

サービスは順調 に拡大しているが、新たに開始したシークエンス受託解析サービスは、まだ十分な成果を上げるまで
には至らなかった。 

【商品販売事業】 

  汎用チップ・試薬の売上げは、自社開発製品であるハイブリ先生及びAceGeneであり、開発機器の売上げは 
診断用ソフト・パッケージ（MammaPrint、iRIS）である。 
 

（金額単位：百万円） 

１０７％ 受託解析 

３４％ 計 

１０９％ 計 

５５％ 一般機器 

１０６％ 診断事業 

研究委託（公募） 

開発機器 

汎用ﾏｲｸﾛｱﾚｲ・試薬 

２３０％ 

９３％ 合 計 

 備考 

 

１８％ 
 

商品販売
事業 

１４２％ 

７０％ 

２１％ 

７９％ 

６％ 

５％ 

１％ 

１００％ 

１５％ 

４％  

研究受託
事業 

比率 売上高 比率 売上高 

対前年

比（％） 

2013年3月期 2012年3月期 
 

項   目 
予算 

対予算

比（％） 

３９５．０ 

 １５．０ 

４１０．０ 

８７％ 

１９５％ 

９１％ 

２７９．６ 

８６．２ 

３１４．９ 

２３．９ 

１８．１ 

２．３ 

４０１．１ 

６０．０ 

１７．２ 

８０％ 

８％ 

９２％ 

４％ 

５％ 

１％ 

１００％ 

３％ 

７％ 

２９９．１ 

２９．２ 

３４２．７ 

１３．１ 

１９．１ 

５．３ 

３７１．９ 

１０．８ 

２４．５ 
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Ⅰ-４．２０１３年３月期業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業において、シークエンス受託解析サービスを強力に推進したが、売上増に寄与するまでには 
  至らなかった（対予算比87%）。  
２．職場環境見直し遅れ等により粗利率が前年度比1%向上に止まったため、営業損失が予算未達となった。 

２
０
１
３
年
３
月
期 

売上実績 
（372） 売上総利益（粗利） 

粗利率：25.9% 
（96） 

営業損失実績 

（89） 

３億円 

 -１億円 

 -２億円 

研究受託
（343） 

研究開発投資
＋一般管理費 

（201） 

営業損失予算 

（25） 

   公募＊ 

（15） 

４億円 

２億円 

売上原価 
（276） 

１億円 

 -３億円 

０ 

研究受託
（395） 

売上高 
（410） 

商品販売 

（15） 
商品販売
（29） 

（注＊）：売上に計上していない公募採択金額 
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Ⅰ-５．具体的推進プランの達成状況  株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業メニューの充実 

２． 診断事業の推進 

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 達 成 状 況 

１ 全社員営業活動と提案型研究受託提案  

-リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件確保- 

創薬系顧客(リピート顧客）から大型の提案型研究案
件を受託。 

２ 新規受託メニューの充実  
-PCR受託、次世代シークエンス受託への展開- 

「Cancer Panel」の解析サービスを重点的に推進した
が、十分な成果をあげるまでには至らなかった 

３ 新規施策： 

・新規研究受託  -臨床研究/ｺﾎｰﾄ研究支援- 
・健康支援事業  -腸内ﾌﾛｰﾗ解析受託(食品企業)- 
・再生医療支援事業  -細胞の安全性評価系へ参入- 

・健康支援は食品企業等をターゲットとした研究受託 
で推進（食品系企業２社に提案中） 

・ｺﾎｰﾄ研究支援、再生医療支援は公募で事業化推進 

 （大学、研究機関と共同で推進ー2013年も継続） 

iRIS（iPadソフト・パッケージ）を病院、大学医学部等から
26セット受注 

 

 

新規臨床データベース事業の推進  

  -iCIS-crdb、iPadｿﾌﾄ/ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾋﾞｼﾞﾈｽの展開- 

２ 

 

 

共同研究先（慶応大学、埼玉医科大学）と調整の結
果、2014年3月期第3四半期ｻｰﾋﾞｽ開始に延期 

リウマチ多剤効果判定  

  -３剤対象にサービス開始（2012年下期）- 

１ 

達 成 状 況 具 体 的 推 進 プ ラ ン No 

３ 研究開発から事業化へ加速  
  -診断ﾏｰｶｰ、発現ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀなどのﾋﾞｼﾞﾈｽ化- 

新規施策：  
医薬品開発と一体化した診断ﾏｰｶｰ開発へ参入  
  -コンパニオン診断薬開発支援- 

４ 

神経膠腫マーカー開発中（2013年度開発完了目標） 

リウマチ診断マーカーに続くメニューとして、から新たにアル
ツハイマー診断マーカーの共同研究を開始（２０１３年1月） 
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Ⅰ-６．２０１４年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

■ 売上高      ：  研究受託事業 → アジレント製マイクロアレイ、次世代シークエンス、診断支援及び関連ビジネスに注力 
     （３４３百万円 → ４１５百万円）  （１）アジレント製マイクロアレイ、次世代シークエンス等による受託解析  ： 売上実績比２０％アップ 

                                                 （２）診断支援／関連ビジネス   ： リウマチ多剤効果判定の事業展開 
                                               診断コンテンツを活用したビジネスの展開 
               商品販売事業 → 弊社独自開発パッケージ製品の販売に注力    
       （２９百万円 →   １５百万円）   ハイブリ先生  、iRISの拡販      

■ 営業利益     ：  研究受託事業売上増加（売上高比率：９２％ → ９７％）による人件費等の固定費回収増 

                製造間接費の削減等による粗利率の改善（粗利率：２５．９％ → ３３．７％） 
■ 研究開発投資 ： リウマチ多薬剤効果判定、アルツハイマー診断など診断関連バイオマーカーのビジネス化（主に公募提案により実施） 

－ － － 経常利益率（％） 

－ － － 営業利益率（％） 

１００％ ７４，５００ ７４，５２１ 研究開発投資（千円） 

－ １，０００ ▲８０，８１０ 当期純利益（千円） 

－ １，９００ ▲８９，８９０ 経常利益（千円） 

－ １，９００ ▲８９，９１３ 営業利益（千円） 

１１６％ ４３０，０００ ３７１，８６６ 売上高（千円） 

対前年度比 
２０１４年３月期 

計画 

２０１３年３月期 

実推 
項    目 

（対前年度比較） 

＊１ 

（注＊１）2013年3月期研究開発投資額実推74,521千円のうち自社負担分は、43,230千円。2014年3月期 
    研究開発投資計画74,500千円のうち自社負担分は7,410千円である。                                      
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Ⅰ-７．２０１４年３月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．受託解析事業メニューの重点化 
  －マイクロアレイ解析による食品企業等大型研究受託、次世代シークエンス受託に注力－ 
２．診断事業の多角化  
    －リウマチ多剤効果判定サービスとコンパニオン診断薬開発支援等のビジネス推進－ 

研究受託
（417） 

売上高 
（430） 

公募＊ 

（15） 

売上総利益（粗利） 
粗利率：33.7% 
（145） 

研究開発投資＋
一般管理費 

（159） 

営業利益 

（1） 

・研
究
開
発
か
ら
事
業
化
へ
の
ス
テ
ッ
プ
推
進 

・研
究
受
託
事
業
の
効
率
向
上
及
び
職
場
環
境 

 

見
直
し
に
よ
る
製
造
間
接
費
の
削
減 

２
０
１
４
年
３
月
期 

４億円 

２億円 

－２億円 

－３億円 

０ 

（注＊）：売上に計上していない公募採択金額 

５億円 
商品販売 

（13） 

売上原価 

（285） 
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Ⅰ-８．研究受託事業比率、粗利率の推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が年々増加(販社ビジネスから自社製品ビジネスへの転換) 
（２）作業効率の改善及び粗利率の高いメニューへの重点化により粗利率が向上 

            （＊2014年3月期は製造間接費の削減が粗利率向上へ寄与） 

【研究受託事業比率、粗利率向上の理由 】 

20 

40 

60 

80 

2011年3月期 
実績 

2012年3月期 
実績 

2013年3月期 
実推 

2014年3月期 
計画 

研究受託事業比率、粗利率の年度別推移 

25.9% 24.9% 22.9% 

33.7%＊ 

97% 

79% 

92% 

59% 

■：研究受託事業 

   比率の推移 

▲：粗利率の推移 

100  

（％） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅱ．2014年3月期業績改善施策 
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Ⅱ-１．「業績改善」推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

 

「業績改善」推進プラン 

研究開発から事業化へ加速 

   Ⅰ．研究受託事業メニューの充実 

   Ⅱ．診断関連事業強化 

マイクロアレイ解析を柱に、次世代シークエンス解析、 
診断関連事業を拡充 

２０１4年３月期黒字化実現 
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Ⅱ-２．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業メニュー充実 ーﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析を柱に次世代シークエンサー解析拡充ー 

【継続施策】 
■ 全社員営業活動と提案型研究受託提案  ： リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件受注 
■ 新規受託メニューの充実  ： PCR受託、次世代シークエンス受託への展開 
■ 新規研究受託（2012年下期開始） ： 臨床研究・コホート研究サポート（公募事業） 
■ 健康支援事業（2012年下期開始） ： 食品企業等をターゲットとした受託研究 
 
【新規施策】 
■ 再生医療支援事業  ： 細胞の安全性評価系への参入（2013年サービス開始） 

２． 診断関連事業拡充 

【継続施策】 
■ リウマチ多剤効果判定 ：３剤対象のサービスは2014年3月期第3四半期にシフト 
■ iCIS-crdb、iPadソフト・ビジネスの展開： 医療情報システム統合サービスの開始 
■ 研究開発から事業化へ加速 ： 診断マーカー、発現プロファイルデータなどのビジネス化 
                         （2013年神経膠腫マーカー開発完了） 
【新規施策】 
■ 医薬品開発と一体化した診断マーカー開発へ参入 ： コンパニオン診断薬開発支援推進 
■ ＲＮＡチェック開発強化 ： アルツハイマー診断マーカーの研究開発 

－研究開発から事業化へ加速－ 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-３．重点項目 

 ・ 再生医療支援 

   - 安全性、細胞評価システム 

 ・ コンパニオン診断事業 

 - 関節リウマチ、がん 

 ・ 未病マーカー開発（ＲＮＡチェック） 

   - 骨、アルツハイマー 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-４．再生医療支援事業 

マイクロアレイを用いたaCGHによる細胞評価系の確立 

① 再生医療実用化研究事業 
「関節治療を加速する細胞シートによる再生医療の実現」 
 
② 再生医療の実現化プロジェクト 再生医療の実現化ハイウェイ 
「重症高アンモニア血症を生じる先天性代謝異常症に対するヒト胚性幹（ES）細胞製剤に関
する臨床研究」 

・ ゲノムレベルでの異常検出 
Comparative genomic hybridization(CGH)法を用いて
解析を進め、幹細胞の継代数とゲノムレベルでの異常
蓄積の関係データを取得 
 
・ ゲノム異常検出アルゴリズムの検討 
生データからゲノム異常を検出するためのプログラム条
件検討を行い、ノイズとシグナルのスレッシュフォールドを
検討し、具体的な数値を決定 
 

幹細胞加工医薬品等の品質及び安全性の確保
のためのデータを提供 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-５．コンパニオン診断事業 

研究開発事業 

生物学的製剤効果予測 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 20 23 4 82 79.1 46.5 95.3 83.3 78.1 
Test 5 10 1 19 68.6 33.3 95.0 83.3 65.5 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 20 23 4 82 79.1 46.5 95.3 83.3 78.1 
Test 5 10 1 19 68.6 33.3 95.0 83.3 65.5 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 11 9 1 26 78.7 55.0 96.3 91.7 74.3 
Test 0 3 3 11 64.7 0.0 78.6 0.0 78.6 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 11 9 1 26 78.7 55.0 96.3 91.7 74.3 
Test 0 3 3 11 64.7 0.0 78.6 0.0 78.6 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 36 2 3 10 90.2 94.7 76.9 92.3 83.3 
Test 29 1 1 0 93.5 96.7 0.0 96.7 0.0 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 36 2 3 10 90.2 94.7 76.9 92.3 83.3 
Test 29 1 1 0 93.5 96.7 0.0 96.7 0.0 

インフリ
キシマブ 

 

エタネル
セプト 

 

トシリズ
マブ 

開発支援事業 

 
① Cancer Panel 
  BRAF,KRAS,EGFRなどの48癌関連遺伝子を増幅し、
次世代シークエンサーを用いて高感度に遺伝子変異
を検出するアッセイ 
 
 •48癌関連遺伝子、212アンプリコンをターゲット 
 •次世代シークエンスにより5％以下の遺伝子変異を検出 
 •FFPEサンプルからの解析にも対応 
 

② BEAMing  
(beads, emulsion, amplification, magnetics) 
 微量な点変異検出による、薬剤応答予測 
 
  EGFR mutations 
   の例 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

　　　　　　出生　　　　　　20歳　　　　　　40歳　　　　　　60歳　　　　　　80歳　（年齢）

健康域

未病域

疾病域
医療分野

健康診断分野

未病診断分野
ＲＮＡチェック

疾病発症前の予防的介入 

新規治療薬開発 

体系的治療法の開発 

コホート研究による未病マーカー開発 

健常人（個々）をモニタリングするシステムの必要性 

予防医療 

先制医療 

先制医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 

  病気のバイオマーカの開発 

  診断機器の開発 

 

・適切な治療法の選択 

  投薬選択のためのバイオマーカ開発 

  手術技術の向上 

  ワクチン 

 

・再発の防止 

  再発バイオマーカーの開発 

  経過観察 

予防医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 

  病気ではない、病気になる手前の 

  バイオマーカの開発 

  簡便な診断機器の開発 

 

・予防対策（日々の生活） 

  睡眠 

  食事 

  運動 

  サプリメント 

   

Ⅱ-６．未病マーカー開発(ＲＮＡチェック） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅲ．今後の研究開発について 



新マーケット 

健幸社会創生 
ライフサイエンス分野 

20 20 

株式会社ＤＮＡチップ研究所 

オープン・ 

イノベーション 

（共同開発） 

論文・特許整備 

（基礎） 

情報化 

（診断支援） 

研究開発重点項目 

未病社会の実現 

未病社会の実現による医療費削減と個々の社会活動による経済効果 

Ⅲ-１．研究開発戦略 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

免疫年齢  Identification of blood biomarkers of aging by transcript profiling of whole blood. Biochem 

Biophys Res Commun 2012 Feb 10;418(2):313-8. 

 

乳癌  Genome-Wide Analysis of DNA Methylation and Expression of MicroRNAs in Breast Cancer Cells. 

         Int. J. Mol. Sci. 2012; 13, 8259-8272. 

 

臼蓋（きゅうがい）形成不全  Segmental copy number loss in the region of Semaphorin 4D gene in patients 

with acetabular dysplasia. J Orthop Res. 2013 Jun;31(6):957-61. 

 

肥満  A pilot investigation of visceral fat adiposity and gene expression profile in peripheral blood cells. 

   PLoS One 2012;7(10):e47377. 

          Gene expression levels of S100 protein family in blood cells are associated with insulin resistance  

  and inflammation (Peripheral blood S100 mRNAs and metabolic syndrome)  

  Biochem Biophys Res Commun 2013 Apr 19;433(4):450-5. 

 

SNPsと遺伝子発現  Identification of Single Nucleotide Polymorphisms Regulating Peripheral Blood 

mRNA Expression with Genome-Wide Significance: An eQTL Study in the Japanese Population. 

   PLoS One. 2013;8(1):e54967 

 

再生医療  Transcription factors interfering with dedifferentiation induce cell type-specific transcriptional 

profiles. Proc Natl Acad Sci U S A. 2013 Apr 16;110(16):6412-7 

Ⅲ-２．論文発表状況 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

大腸癌マーカー 

   「大腸癌の肝転移を予測するための遺伝子セット」 特許第4229647号（平成20年） 

 

関節リウマチマーカー 

   「全血を用いた自己免疫疾患の検査方法」 特許第4870976号（平成23年） 

 

核酸修飾   

   「オリゴヌクレオチドプローブ」 特許第4336820号（平成21年）、特許第5083788号（平成24年） 

 
核酸修飾 
   「アミノオキシ基を含有する反応化合物」 特許第5196448号（平成25年） 

 

糖尿病マーカー 

   「糖尿病の有無等を判定する方法」 特許第4991745号（平成24年） 

 

診断システム 

  「診療支援情報提供方法、診療支援情報提供システム、及びコンピュータシステムに診療支援情報
を提供するための処理を実行させるコンピュータプログラム」 特許第5183242号（平成25年） 

 

Ⅲ-３．特許登録状況 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

ＲＮＡチェック 
 

（診断マーカー） 
 

情報システム 
 

特許 

検出技術開発 
・微量化 

・迅速化 

・キット化 

 

医療機器会社 

チップメーカー 

創薬 
・コンパニオン診断薬 

 

製薬会社 

検査会社・診断薬会社 

機能性食品 
・効果判定キット開発 

 

食品会社 

サプリメント会社 

健康指導 
・専門医サポート 

・栄養士サポート 

・運動サポート 

 

クリニック・ハブ病院 

高齢者住宅施設 

スポーツセンター 

 

Ⅲ-４．オープン･イノベーション 

共同研究、アライアンス、グローバル化により開発を加速 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-５．特許活用例 

合成核酸への機能性分子の導入効率の向上させるリンカーを開発 

5’-リンカー 合成核酸 
結合させる材料、分子と活用例 

・基板⇒マイクロアレイ 

・蛍光分子⇒遺伝子解析プローブ 

・血中滞留、細胞内透過性⇒核酸医薬 
R

H2N
O N

H

O
O

試薬会社へのライセンス 
・H19年Sigma-Ald.(US） 
・H23年ChemGene(US） 
 
 
 
 
 
 
 

特許第4336820号、US Patent NO.7491857号 

マイクロアレイでの活用実績 

・日本ガイシ：カスタムアレイ、SNPs検出用アレイ 

・DNA チップ研究所：Human Pathway 分析用チップ、
ハイブリ先生（教育教材チップ）他 

・東レ：3D Gene Yeast Oligo chip  

核酸医薬への活用 

・核酸医薬分子の化学修飾に用いられ、活性評価中 

機能性分子 

（独）産業技術総合研究所との共同開発 

「オリゴヌクレオチドプローブ」 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-６．情報化による診断支援 

• 実験データクオリティの重要性 

– 再現性（誤差はどれぐらいあるか？） 

– 自動化（実験日、施設間の違い） 

 

• 臨床データクオリティの重要性 

– 統一フォーマット 

– 判断基準 

– データベース化 

３つのシステムを融合することにより臨床情報管理を支援する 

 （iCIS :  integrated Clinical Information System） 

• iCIS-ri   情報解析環境およびデータベース上に運用ノウハウを付加したシステム 

– 研究機関向け臨床情報インフラ整備 

 

• iCIS-mi  匿名化処理、臨床研究スケジューリングシステム 

– 医療機関向け臨床研究支援データベース 

 

• iCIS-crdb 臨床情報付き遺伝子発現情報データベース 

– マーカー探索・解析目的 

 

Patients like me 

情報化によるグローバルな診断支援サービス 


